
二
つ
の
三
種
三
観
}
(野

本
)

二
つ
の
三
種
三
観

野

本

覚

成

ツ

ソ
ウ

天
台
学

で
三
種
三
観
は
、
別

相

(
次
第
)
三
観

・
通
相
三

観

・
一
心

三
観

を

総
称
す
る
も
の
で
、
空
仮
中
三
観

を
運
用
す
る
の
に
三
段
階
が
あ

る
こ
と
を
説

く
も
の
で
あ
る
。
三
観
は
天
台

智
顕

の
著
述

中
の
あ
ら
ゆ
る
箇
処
で
説

か
れ
る

ほ
ど
重
要

な
法
門
で
あ
り
な
が
ら
も
、

そ
の
運
用

に
三
種

の
段
階
を
設
け

て
述

べ
て
い
る
の
は
、
晩
年

の
勅
撰
書

で
あ

る

『
維
摩
文
疏
』

二
十
八
巻
中

の
み
と

言

わ
れ
て
い
る
。
古

来
こ
の
三
種

三
観

の
う

ち
通
相

三
観
に

つ
い
て
説
明
さ

れ

る
場
合

は
必
ず
と

い
え
る
ほ
ど

『
維
摩
文
疏
』
を
引
用
、
ま
た
は
順

じ
て
い
る

よ
う

で
あ
る
。

つ
ま
り
通
相

三
観

に

つ
い
て
の
説
明

は

『
維
摩
文
疏
』

の
み
に

存
在
す
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
三
種

三
観

の
う
ち
別
相

・
一
心
の
二
種

の
三
観

に

つ
い
て
は

『
維
摩

文
疏
』
以
外

に
も
説
か
れ

て
い
る
が
、
二
種
の
説
明
に
さ
ら

に
通
相
三
観
を
加
え

た
三
種

三
観

と
な

つ
て
い
な

い
点
が
、
『維
摩
文
疏
』
の
三

種
三
観
説
を
注
目
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
全
体
を
通
じ
て
説
明
さ
れ

て

お
ら
ず
、
『
維
摩
経
』
問
疾
品
を
解
釈
す

る
部
分

に
お

い
て

の
み
な

の
で
あ
る
。

三
種
三
観
説

は
い
う
ま

で
も
な
く
教
観

二
門

の
う
ち
観
門
に
属
す

る
も

の
で

あ
る
。

し
か

し

『
維
摩
文
疏
』

は
教
門

に
属
す

る
選
述

で
あ
り
、
『
維
摩
経
』
の

文
釈
を
述

べ
る
本
書

の
み
に
三
種
三
観
説
が
述

べ
ら
れ
る

の
は
、

い
か
な

る
理

由
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
観
門

の
著
述
に
三
種
三
観
説
は
全
く
存
在

し

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
別
相

・
一
心

三
観

に
新
ら
た

に
加
説
さ
れ

た
通
相

三
観

の
内
容
は
、
前
両
者
と
ど
の
よ
う
な
観
法
理
論
関
係
を
も
ち
、
ま
た
通
相

三
観

に
相
当
す

る
構
想

は

『
維
摩

文
疏
』

以
外

の
撰
述

に
は
全
く
説
か
れ

て
い
な

い

の
で
あ

ろ
う
か

。
こ
れ
ら

の
点
を
考
え

て
見

る
上
で
、
ま
ず

『
維
摩
文
疏
』
の
説

明
を
見
よ
う
。
『
維
摩
文
疏
』
二
十

一
で

『
維
摩
経
』
問
疾
品

の
「
維
摩

詰
言
有

レ

疾
菩
薩
応
レ
作
二
是
念

一今
我
此
病
皆
従

二前
世
妄
想
顛
倒

諸

煩

悩

一生

無
レ
有
二
実

法

(誰
受
レ
病
者
」
を
釈
し
て

「
此
是
第

二
浄
名
答
正
約
二
三
観

一明
二
調
伏
一
也
所

二

以
然

(者
三
観
破
三
二
種
煩
悩

一即
是
修

一三
智
明

一調
二
伏
界
内
通
教
別

教
円
教
三

種
菩
薩
実
疾

一亦
是
調
二
伏
三
土
菩
薩
因
果

之

実

疾

一也
」
(
『
卍
続

蔵
』

一
・
二

八

・
二
、

二
十

一
巻
百
十
六
丁
左
)

と
し
て
こ
の
経
文
に
続

い
て
疾

を
除
く

た

め

に
浄
名

(
維
摩
詰
)

は
三

の
答
を
述

べ
て
い
る
と
し
て
、
三
観
の
説
明
を
す

る
。

つ
ま
り
、
百
十
六
丁
左
-

百
十
八
帖
左
ま

で
に
空
観
を
、
百
十

八
丁
左
下

-百

二
十

一
丁
左
上
ま
で
に
仮
観
を
、
百

二
十

一
丁
左
上
以
下
が
中
道
正
観
を

説
く
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
界
内
見
思
疾
、
恒
沙
無
知
病
、
無
明
実
病
を
調
伏
す

る
と

い
い
、
浄

名
が
文
殊

に
答
を
述

べ
て
有
疾

の
菩
薩
を
調
伏
す

る
こ
と
は
前

の

『
三
観
玄
義
』
に
具
体
的
に
明
か
し
て
い
る
と

い
う
。
そ
し
て
今

は

「
須
三
更

略
分
二
別
三
観
之
相
こ

と
し

て
、
別
相
三
観
、
通
相
三
観
、
一
心
三
観

を
説
く
。

し
か
し
現
存
す
る

『
三
観
玄
義
』
に

は
通
相
三
観
は
説
か
れ
て
は
い
な
い
。
従

つ
て
こ
こ
で
の
み
述

べ
ら
れ
る
通
相
三
観
を
見

て
み
よ
う
。
(
)

内
筆
者

「
二
通
相
三
観
者

。
則
異
二
於

此

(
別
相
三
観
)
一従
仮
入
空
非
三
但
知

二俗
仮
是

空

一真
諦
中
道

亦
通
是
空
也
。
若
従
空
入
仮
非
三
但
知
二
俗
仮

一真

空
中
道
亦
通

是
仮
。
若
入
二
中
道

正
観

一非

三但
知
二
中
道
是
中

一俗
真
通
是
中
也
。
是
則

一
空

一
切
空
無
二
仮
中
而
不

空
。

一
仮

一
切
仮
無

二空
中
而
不
ツ
仮
。

一
申

一
切
中

無

二仮
空
而
不
フ
中
。
但
以
二
一
観
一当
レ
名
解

心
無
レ
不
レ
通
也
。
錐
レ
然
此
是
信

解
虚
通
就
二
観
位
除
ツ
疾
不
レ
無
二患
尽
前
後

之
殊
別

一
也
」
(
前
同
)

と
し

て
別
相
三
観
は
別
教
に
あ

つ
て
歴
別

に
三
諦
を
観
ず
る
が
通
相
と

(
心
の

三
観

は
ま
さ
し
く
円
教
に
属

す
る
と
、
続
け

て
説

明
し
て
い
る
。
そ
し
て

『
維
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摩
経
』

全
十
四
品

の
う
ち
問
疾
品
五
、
不
思
議
品
六
、
観
衆
生
品
七
、
仏
道
品

八
、
入
不

二
法
門
品
九

の
室
内
六
品

(
正
宗
分

の
ほ
ぼ
後
半
)

は
三
観
を
説
明

し
て
正
し
く
通
相
三
観

の
意
、

あ
る
い
は

一
心
三
観
を
用

い
て

い
る
と

い
う
。

こ
こ
で
疑
問
と
な
る

の
は
円
教

の
観

と
し
て
両
者
を
説
く
必
要

は
何

で
あ
る
か

と
い
う

こ
と
で
あ

ろ
う
。
智
顕

み
ず
か
ら
こ
の
点
を
問
答
し
て
い
る
。
「
問
此
両

観
既
虹
是
円
教
何
意
為

レ
両
。
答

日
通
相
三
観
約
レ
通

(
教
)
論

レ
円

(
教
)
此
恐

是
方
等
教
帯
二
方
便

一
之
円
非
レ
如

二法
華
所
ワ
明
也
」

(前

同
百
十

七
丁
右
)

つ
ま

り

一
心
三
観

は
法
華

の
所
明

で
あ
る
が
通
相
三
観
は
帯
権
円

の
観

で
純

円
の
観

で
な
く
、
『
維
摩
経
』
は
室
内
六
品
に
円
教

の
観
を
説

い
て
い
る
が
こ

の
両
者
が

渾
然
と
説
か
れ
て
い
る
点
を
注
意
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
通
相

三
観
を
あ
え
て
説
く

意
味
は
、
『
維
摩
経
』
で
な
く

て
は
説
け
な

い
事
情

が
存
す

る
こ
と
、

つ
ま
り

『
維

摩
経
』

を
文
釈
す
る
た
め
に

は
、
円
教

の
観
法

に
微
妙

に
異

る
二

つ
の
観
法

が
あ
り
、

こ
れ
を
認
知

し
な
け
れ
ば
意
味
を
理
解

で
き
な

い
こ
と
、
『
法
華
経
』
と
の
差
を
理
解

で
き
な
い
こ
と
、
な
ど

の
点
を
注
意
し
た

も

の
と
理
解
さ
れ
る
。

い
わ
ば
相
待
円
と
絶
待
円

の
観
法
が
こ

の
両
観
法

の
意

味
す
る
と

こ
ろ
と
理
解
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
通
相
三
観

の
観
法
が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か

は
、
前
引
用
の
み
の
説
明
で
は
理
解
す
る
う
え

で
十

分
と
は
思
え
ず
、

こ

の
説
明
に
相
当
す

る
他

の
撰
述

の
説
明
を
見
る

こ
と
に
し

た
い
。

一
空

一
切
空

、

一
仮

一
切
仮
、

一
中

一
切
申
は
原
理
と
し

て
の

一
空
ま

た
は

一
仮
、

一
申
が

一
切
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
観
法

の
こ
と
を
述

べ
た
も

の
と

考
え
ら
れ
、
完
全
な
空

観
は
仮
申
す
ら
も
空
観
と
な
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、
仮

観
.

中
観
も
同
様

で
三
即

一
、

一
即
三
の
構
想
が
通
相
三
観

の
意
味

で

(
一
心

三
観
は

一
念
心

の
不
可

得

・
不
可
説
を
知
り
、
三
諦

を
円
か
に
観

じ

て
即
空
即

仮
即
申
と
す
る
違

い
が

あ
る
)

こ
れ
は

『
摩

詞
止
観
』
を

ざ

つ
と
見

た
だ
け
で

も
か
な
り

の
箇

処

で
触

れ
て
い
る
。
二

は

一
切
L
と

い
う

パ
タ

ー

ン
表

現

は

『
大
正
蔵
』
四
六
巻

2

a
、

3
b
、

5

a
、

7

a
、
9
b
、

17
b
、
51

b
、

52

a
、
55
b

(
こ
れ
は

一
心
三
観

の
説
明

の
う
ち
に
含
め
ら
れ
て
い
る
)
、

59

c
、

61
c
、
75
b
、

88
b

c
、

90

c
、
100

c
、
114

a
、
116
b
、
140

b
な
ど
で
、
内
容

的
に
重
要
な
も

の
は
51
b
以
下

の
第
七
章
正
修
止
観
に
説

か

れ

る

も

の
で

あ

る
。

こ
れ
は

一
心
三
観

の
説
明

ま
た
は
不
思
議
観

の
内
容

に
相
当
す

べ
く
説
か

れ
て
お
り
、
特

に
55
b
の

一
念

三
千

の
あ

と
に
説
か
れ
る
通
相
三
観
に
相
当
す

る
内
容
は
、
『
摩
詞

止
観
』
に
通
相

三
観

の
名

は
出
な
い
が
内
容

は
存
在
す
る

こ

と
を
教
え
る
も

の
で
あ

る
。
ま

た

『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
旬
』
に
も
詳
し

い
説

明
は
な
い
が
同
類

の
語
句
が
あ

る
。
し
か
し
以
上
は
何

れ
も
断
片
的
で
、
通
相

三
観
が
実
際

に
ど
の
よ
う

に
運
用

さ
れ
、
無
明
を
調
伏

す
る
別
相
三
観

の
中
観

以
上

の
通
相

三
観

と
は
自
己
に

と

つ
て
ど

の
よ
う
な
観

法

か

明

ら

か

で
は

な

い
。

こ
の
点

は
三
観

の
概
論
書

『
三
観
義
』

二
巻
で
も
十
分

で
な

い
。
さ
ら
に

詳
細
な

『
摩
詞
止
観
』
十
乗
観
法

の
第
四
破
法
偏
を
手
掛
り
に
す
る
こ
と
が
も

つ
と
も
適

切
で
あ

ろ
う
。
別
稿

(天
台
学
報
十
八
)

で
触

れ
た
よ
う
に
、
破
法

偏
は
智
顕
自
身

の
経
験

と
仏
教
理
論
が
詳
細
に
、

一
念

三
千
説

の
七
倍

も

の
頁

数
を
占

め
て
説
か

れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
竪

(別
相
三
観
)
、
横

、
横

竪
不
二

(
一
心
三
観
)

の
組
織

で
説
か
れ
煩
悩
病
疾
を

破
し
尽
す
と
い
う
内
容

で
三
観

の
運
用
を
述

べ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
横

の
破
法
偏
は
別
相
と

一
心

の

間

に
あ
り
、
別
相
三
観
を
諸
法
門

に
適
用
す
る
こ
と
を
述

べ
、
内
容
的

に
は
通

相

三
観

の
そ
れ
と
類
同
で
あ
る
。
し
か
し

一
空

一
切
空
な
ど

一
連

の
語
句

は
な

く
、
「
三
観

一
心
」

の
語
が
そ

の
代
表
で
あ

る
。
こ
の
破
法
偏

の
組

織

は
、
実

は
三
種
三
観

の
運
用
を
述

べ
た
も

の
で
は
な
い
か
、
三
種
三
観
に
は
理
論
的
説

明
と
実
践
的
説

述

の
二

つ
の
三
種
三
観

が
存
在
す
る

の
で
は
な

い
か
と
考

え
ら

れ
る

の
で
あ
る
.
 

(
さ
ら
に
別
稿

で
述

べ
た
い
.
)

二
つ
の
三
種

三
観

(野

本
)
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